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概要
AMG LASSO-DB update software（以降、「本ソフトウエア」）は、当社サーバーから
ダウンロードしたデータベースファイルを、お手持ちのパソコンを使ってAMGデータベースを
最新にアップデートします。アップデートしたデータベースをUD-E77WSDで使用しているSD/
SDHCカードに転送（コピー）することで、最新のアルバムのタイトル情報を取得します。

SD/SDHCカード

パソコン

Kenwoodサーバー
Internet

AMGデータベース
アップデートファイル

AMGマスタデータベース
UD-E77WSDに付属のAMGデータベースCD

コピー

UD-E77WSD

動作環境
本ソフトウエアをお使いいただくには、以下の環境が必要です。インストールを始める前に
お確かめください。

PC（パソコン）

対応機種 DOS/V機（IBM PC/AT互換機）*1

OS • Microsoft Windows XP Home Edition/Professional 
SP2以上（32bitのみ）*2

• Microsoft Windows Vista Ultimate/Business/Home 
Premium/Home Basic（32bit/64bit）*2

CPU 上記OSが推奨する環境以上

メモリー 上記OSが推奨する環境以上

ハードディスク 2GB以上の空き容量

その他要件

•インターネット接続環境
•CD-ROMドライブ
• SD/SDHCカードスロットまたはSD/SDHCカードリー
ダーライター
•Microsoft .NET Framework 2.0 以上

*1 下記のOSがプレインストールされたモデル。自作パソコンやOSをアップグレードしたパソコンは動作保証外です。
*2 インストールするときはコンピューターの管理者アカウント（例えば"Administrator"）でログオンしてください。
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SD/SDHCカード

カードの種類 •SDメモリーカード*3

•SDHCメモリーカード*3

転送速度 Class4以上

ファイルシステムフォーマット FAT16、FAT32

容量 2GB以上

*3 本機で使用可能なSD/SDHCカードは、当社ホームページをご覧ください。
http://www.kenwood.co.jp/faq/

商標等について
Microsoft、Windows、.NET Frameworkは、米国Microsoft Corporation の米国およびその他の
国における登録商標または商標です。
その他のシステム名や製品名等は、一般的に、各社の登録商標または商標です。
なお、本文中では®やTMマークは省略しています。

重要なお知らせ
本ソフトウェアの一部もしくは全部を、複製もしくは修正、追加等の改変することを禁止します。
本ソフトウェアを使用したことによって生じた使用者もしくは第三者の損害に関して、当社は一切
その責任を負いかねます。
本ソフトウェアの仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。

ソフトウエアのインストール
本ソフトウエアをインストールするには、管理者アカウント（例えば"Administrator"）でログオ
ンしてください。

1  当社ホームページから、ダウンロードした「AMG LASSO-DB update software」
ファイルをダブルクリックして、指示に従ってインストールします。

2  Windows XPの場合、.NET Framework 2.0がインストールされていないときは、
画面の指示に従って.NET Framework 2.0をインストールし再起動します。

3  インストールが終了すると、デスクトップにショートカット「AMG LASSO-DB 
update software」が作成されます。
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マスタデータベースの更新手順

1  デスクトップの［AMG LASSO-DB update software］アイコンをダブルクリック
します。

  本ソフトウエアのメイン画面が表示されます。詳細はメイン画面の説明（6ページ）を
ご覧ください。
メモ ●  スタートメニューの［すべてのプログラム］→［KENWOOD］→［AMG LASSO-

DB update software］→［AMG LASSO-DB update software］を選択して起動
することもできます。

2  AMGデータベースCDをパソコンのドライブにセットします。
  UD-E77WSDに付属のAMGデータベースCDを使用します。

接続されているドライブの
状態を更新します。

CDをセットしたドライブを選択して、[OK］
ボタンをクリックします。
マスタデータベースがパソコンにコピーされます。

  マスタデータベースのコピーが終了するとAMGデータベースの更新情報を、Kenwoodサーバーから
自動で取得します。

アップデータリスト
AMGデータベースのアップ
データファイルが一覧で表示
されます。

[アップデート開始]ボタン

マスタデータベース情報

[閉じる]ボタン
本ソフトウエアを終了しま
す。

「更新状況」について
未アップデート： ダウンロード、アップデートがされていない状態
ダウンロード済み： ダウンロードのみしてある状態
アップデート済み： アップデートが完了している状態
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3 パソコンのマスタデータベースを更新します。
メインメニュー画面の［アップデート開始］ボタンをクリッ
クします。データベースの更新を開始します。

複数のアップデート情報がある場合
[アップデート開始］を選択すると、左記の画面が表示さ
れます。アップデート方法を選択して［OK］ボタンを
クリックします。

● [1つずつ実行する。更新後、継続確認画面を表示する]
アップデータを、1つずつ確認しながら実行します。

● [まとめて実行する]
すべてのアップデータを実行します。

データベースの更新が終了すると、マスタデータベースのコピーを行う画面が表示されます。
指示に従って、マスタデータベースをSD/SDHCカードにコピーします。

メモ ●  パソコンの環境によって、アップデートに時間がかかることがあります。

4 SD/SDHCカードをパソコンに挿入します。
  パソコンのSD/SDHCカードスロットまたは、SD/SDHCカードリーダーライターに挿入し

ます。

5 SD/SDHCカードに更新されたデータベースをコピーします。

接続されているドライブの
状態を更新します。

SD/SDHCカードのドライブを選択して、
[OK］ボタンをクリックします。
更新されたマスタデータベースがSD/SDHCカー
ドにコピーされます。
[ファイルの上書き確認］の画面が出たときは、
[はい］ボタンをクリックしてデータベースを上書き
します。

6 [閉じる］ボタンをクリックして終了します。

2回目以降のマスタデータベースの更新手順

1  デスクトップの［AMG LASSO-DB update software］アイコンをダブルクリック
します。

  本ソフトウエアのメイン画面が表示されデータベース更新情報を自動で取得します。

2  [アップデート開始］ボタンをクリックします。
  指示に従ってマスタデータベースを更新して、SD/SDHCカードにコピーします。
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メイン画面の説明

本ソフトウエアの画面やボタンについて説明します。

マスタデータベース情報
パソコンに保存されているマスタデータベースの情報が表示されます。

メニューバー
本ソフトウエアのメインメニューです。

アップデータリスト
データベースアップデータファイルが一覧で表示されます。

[アップデート開始]ボタン
アップデータのダウンロードを行いパソコンのマスタベースを
更新します。

[閉じる]ボタン
本ソフトウエアを終了します。
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メニューの説明
[ファイル］メニューの使いかた

サブメニューを使って本ソフトウエアを操作します。更新情報の確認やダウンロードなどを実行
する機能があります。

AMGデータベースの更新情報を取得します。

マスタデータベースをパソコンにコピーします。
アップデータをダウンロードします。
マスタデータベースを更新します。

本ソフトウエアを終了します。

マスタデータベースをSD/SDHCカードにコピー
します。

メモ ●  [ファイル］メニューの［マスタデータベースのコピー］でドライブ(SD/SDHCカー
ドスロットまたはカードリーダーライター)を選択すると、SD/SDHCカードからも
AMGデータベースをパソコンに取り込めます。

[ヘルプ］メニューの使いかた

当社のホームページや、バージョン情報を表示します。
既定のブラウザで、当社ホームページ
（http://www.kenwood.com/）を表示します。

アプリケーションのバージョン情報を表示します。

ソフトウエアの削除方法

本ソフトウエアを削除するには、管理者権限でログオンしてください。

1  スタートメニューの［すべてのプログラム］→［KENWOOD］→［AMG LASSO-
DB update software］→［AMG LASSO-DB update softwareのアンインストー
ル］を選択します。

  指示に従って、ソフトウエアを削除してください。
 本ソフトウエアとデータベースのすべてが削除されます。

メモ  ●  Windows XPの場合
コントロールパネルの［プログラムの追加と削除］からも削除できます。

 ● Windows Vistaの場合
 コントロールパネルの［プログラムのアンインストール］からも削除できます。
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トラブルシューティング

マスタデータベースコピー時のエラー表示

症　状 処　置 参照ページ

マスタデータベースが見つかりません。
選択したドライブにマスタデータベース
があるか確認してください。

UD-E77WSDに付属のAMGデータベースCDか、AMG
データベースをコピーしたSD/SDHCカードを用意してくだ
さい。

•
4

xxドライブに十分な空き容量がありま
せん。空き容量を増やしてください。

パソコンのハードディスクの空き容量が不足しています。
十分な容量を確保してください。
•

4

更新情報取得時のエラー表示

症　状 処　置 参照ページ

ネットワークに接続されていません。
接続を確認してください。

パソコンをインターネットに接続できるようにしてください。• 4

更新情報の取得ができませんでした。
パソコンをインターネットに接続できるようにしてください。
インターネットに接続されているがデータが取得できない
ときは、再度ダウンロードを試みてください。

•
• 4

アップデータのダウンロード時のエラー

症　状 処　置 参照ページ

ネットワークに接続されていません。
接続を確認してください。

パソコンをインターネットに接続できるようにしてください。• 5

ダウンロードに失敗しました。
インターネットに接続されているがデータが取得できない
ときは、再度ダウンロードを試みてください。
•

5

データベース更新時のエラー表示

症　状 処　置 参照ページ

ネットワークに接続されていません。
接続を確認してください。

パソコンをインターネットに接続できるようにしてください。• 5

ｘｘドライブに十分な空き容量がありませ
ん。空き容量を増やしてください。

パソコンのハードディスクの空き容量が不足しています。
十分な容量を確保してください。
•

5

データベース書き出し時のエラー表示

症　状 処　置 参照ページ

利用可能なリムーバブルドライブがあり
ません。パソコンに接続して再度実行し
てください。

書き込み可能なSD/SDHCカードを、SD/SDHCカード
スロットまたはSD/SDHCカードリーダーライターに挿入
してください。

•
5

ｘｘドライブに十分な空き容量がありませ
ん。空き容量を増やしてください。

SD/SDHCカードの空き容量が不足しています。空き容
量の大きいSD/SDHCカードを使用してください。
•

5

選択したリムーバブルドライブは、サポー
トしていないファイルシステムです。

FAT16かFAT32形式でフォーマットされたSD/SDHC
カードを使用してください。
•

5
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